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ハワイ

⑧キラウエア火山一その1一

61ド

松久幸敬(鉱床部)･三村弘二(地質部)

YukihiroMATsU皿sAKojiMI皿UEA

1.はじめに

ノ･ワイ諸島は海洋中に噴出する火山の典型として

古くから火山学者岩石学者の注目を集めてきたが近

年はプレｰト･テクトニクスとホットスポットモ

デルによって新たな脚光を浴びている.そんなわけで

ハワイ諸島について述べている地球科学のテキストも多

いのであるがわれわれは最近ハワイ諸島の地質を見

て歩く機会があったのでそのときの見聞をもとに訪

れる人の最も多いハワイ島のキラウエア火山を中心に

その地質のあらましを紹介したい.近年は観光のた

めにハワイ諸島を訪れる人も多い.この小文が現地を

訪れる際の巡検の手引となればさいわいである.

なおわれわれのハワイ諸島における地質巡検に際し

ては東京大学地震研究所の荒牧重雄教授をはじめ多

くの方々のお世話になった.紙上を借りてお礼申しあ

げたい.

2.ハワイ･エンペラｰチェインとホット･スポット

成岡から飛行機が飛びたつ前にちょっと太平洋の地

図をひろげていただきたい.太平洋には無数の島々

が夜空の星のようにちらばっている.太平洋のほぼ中

央にあってなかでもひときわ大きな島々がこれから訪
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第1図太平洋にみられる海山及び海洋島の列これらはホット･

スポットの上を大洋プレｰトカミ動くことによって出来ると言わ

れている

ねるノ･ワイ諸島である.太平洋の中の島々は一見た

だちらぱっているように見えるが注意深い人ならば

島々があちこちで直線的に並んでいることにすぐ気づ

かれることだろう.たとえばハワイ諸島では一番

南東にある最も大きな島ハワイ島から始まって島々

は北西方向にほぼ直線的に並んでミッドウェイ島に至っ

ている.び)間約2,500Lmである.一般にハワイ

諸島というのはハワイ島から二一ハウ,島までの比較的

大きな島々を指すのであるがそれは海面上に顔を出し

ている部分の話であって実際には海面すれすれや

海面下に没した火山が海底に細長くのびた高まりの上

にとぎれることなく並んでいるのである.この延々

と続く海底の高まりをハワイ海嶺と呼んでいる.さら

に驚いたことに海底地形を示す地図を見るとハワイ

海嶺はミッドウェイ島の少し北西で向きを北に転じて

アリュｰシャン海溝付近まで続いていてその上にも海

面下に没した火山(海山)がくさりのようにつながって

分布している.この南北に並んだ海山の列をエンペラ

ｰ･チェイン(日本語で天皇海山列)と呼んでひとつひ

とつの海山には古代の天皇の名がニックネｰムにつけら

れている.

このような海洋島または海山の列は太平洋の他の部

分でも見られてマｰシャル･エリスチェインとか

オｰストラル海山チェインとか呼ばれている.そして

不思議たことにこれらの海山の列はハワイ海嶺か

エンペラｰ･チェインとほぼ同じ方向にのびているので

ある(第1図).

ところでハワイ諸島の島々が南東へ行くほど若くな

るという認識は現地のポリネシア人たちカミすでに持っ

ていたようであるが科学者としてこのことを最初に指

摘したのは19世紀中頃のJ.D.DムNAであるといわれて

いる.今日ハワイ諸島を訪れた者は北酉の島ほど浸

蝕カミ造みかつ南東端のハワイ島にのみ活動的な火山が

みられることからこのことを確認することが出来る.

またひとつの島でも北西の火山ほど開析が進んでい

るのカミ普通である.

I.McDoUG蛆Lは1964年にハワイ諸島の火山岩に

ついてK･Ar法による年代測定を行いD州Aの観察を

うらづける結果を得た.すなわち現在活動中のハワ�
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イ島のキラウエア火山を基準にとると北西端のカウア

イ島の560万年に向かってキラウエア火山から北西に

遠ざかるほど古い年代を示すのである.その後他の

島や海山からドレッジされた試料について年代測定がす

すむとこの関係はハワイ海嶺からエンペラｰ･チェ

インの全域にわたってなりたっていることがあきらかと

なった(第2図).つまりさきほど見た太平洋の海

底に続く海山と火山島の長い長い列は7,000万年もの

長きにわたって火山活動が太平洋底を北西から南東へ

移動していった結果なのである.

ではこのよう在長い火山の列はどのようにして出来

るのであろうか.この問題を解くかぎを与えたのカミプ

レｰト･テクトニクスによる大洋拡大説であった.海

嶺で形成された玄武岩質の大洋地がくはプレｰトの流

れにのって大洋底を形成しつつひろがっていく.ノ･ワ

イ海嶺について考えていたプレｰト･テクトニクスのチ

ャンピオンエTWILsONは1963年に発想の転換を行っ

て“動いているのは地下のマグマの出来る場所では在く

地面の方である"と考えた.つまりマントル中に固

定されている“ホット･スポット"の上を太平洋プレｰ

トが北西方向にゆっくりと移動していくことによって

ハワイ海嶺の火山の列が出来る.その後W.工M0R眺N

は急速に増した年代測定のデｰタとあわせてWILs0N

の考えをエンペラｰ･チェインにも拡張した.それに

よればハワイ海嶺とエンペラｰ･チェインの間の折れ

まがりは火山列の形成がここまで来たとき(約4,200万

�

年前)太平洋プレｰトの動きの向きが北から北西へ

変ったことを示している.

以来“ホット･スポット"モデルは地球科学者の論

争の集中する文字通りホット･スポットとなっている.

太平洋の他のチェインにもそれぞれホット･スポットが

想定されるわけだが年代測定カミ造むにつれてあきらか

となるプレｰトの動きは互いにほぼ調和的のようであ

る･最近ではホット･スポットは太平洋ばかりで

なく大西洋や大陸の下にも想定されている.では

ホット･スポットはどのようにして出来るのであろうか.

7,000万年ものあいだ一か所に存在し続ける秘密は何ん

であろうか.この間に生み出されたマグマの量はぼう

大である.それを生み出すためにはどれくらいの原料

がどのような機構で供給されるのだろうか.議論は尽

きない.

3.ハワイ島の地質

ホット･スポットの話に熱中しているあいだに飛行

機はオアフ島上空に達しパｰル･ハｰバｰを左手に見

ながらホノルル空港に着陸しようとしている.キラウ

エア火山のあるハワイ島へ行くにはここでまず入国手

続をし飛行機を乗り換えてヒロまで行く.乗り換え

の飛行機を待つあいだ時間の余裕があればオアフ島を

見て歩くのもよい｡さきに述べたようなノ･ワイ諸島の

出来かたからしてオアフ島はハワイ島の未来の姿を示

しているとも言えるのだ.
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ハワイ･エンペラｰ･チェインのソレア

イト質玄武岩のK-Ar年令キラウエ

ア火山から遠ざかるにつれてK･Ar年令

が高くなることが示されている内側

の図はハワイ諸島についての言手細を示

している

(DALRY皿PLE,SILTERand

アイJAcK富0N,1973)
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3-1海津島の形成過程

ハワイ諸島を南東端のノ･ワイ島から北西端のカウア

イ島まで見て歩くと海洋島の形成過程を順次見ること

が出来る.･H､↑.ST跳BNsはハワイ諸島にみられる火

山島の形成過程を観察して第3図のようにまとめた.

ハワイ島のマウナ･ケアやマウナ･ロアは4,000m

の標高を持つ雄大な楯状火山であるがこれらの火山は

深さ5,000mの深海底から立ちあがっているわけでそ

の分を考慮すると世界で最も高い山々である.火山

体形成の大部分の過程は海面下で行われわれわれはそ

のごく頭の部分を見ているにすぎない(第3図の(1×2)).

しかしその地表部分の山体の大部分はあまり分化の進

んでいないソレアイト質の玄武岩からなり海面下の山

体の主要部分も組成的にはそう変化はないだろうと考

えられている.事実キラウエア火山の南方の海底で

はロイヒ海山と呼ばれる新しい火山が出来つつあるのだ

がそこからドレッジで採集された溶岩はソレアイト質

でマウナ･ロアのそれとよく似ているといわれている.
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第3図海洋の火山島の形成過程(ST眺ENs,1966)

山体が大きくなると頂上部分が陥没してカノレデラを

形成する(第3図の(3)).マウナ･ロアやキラウエアは

現在この段階にあってカルデラや後で述べるリフト

･ゾｰンにそって盛んに溶岩を噴出する.マグマの

組成はあいかわらずソレアイト質である.

その後頂上のカルデラを埋めるようにトラカイトと

かミュｰジァライトと呼ばれるアルカリ質の溶岩が噴出

し山体表面を覆う.また山腹にはシンダｰ･コｰ

ン(噴石丘)が次々と並ぶ(第3図の(4)).この段階の例

はマウナ･ケアや隣りのマウイ島のノ･レアカラに見る

ことが出来る.ハレアカラではクレイタｰを埋めつ

くして海へ流れ降る雄大な溶岩流やクレイタｰ内に立

ち並ぶシンダｰ･コｰンの群れを見ることが出来る(第

4図).このアノレカリ質の溶岩が山体の表面を覆ってい

るため古い火山では山体の主要部分を構成するソレア

イト質の溶岩は谷間や海岸の崖にわずかに顔を出して

いるにすぎない.そこで海洋島はすべてアルカリ質の

玄武岩からなるという誤った認識が流布した時代もあ

ったくらいである.

ソレアイト質からアノレカリ質への溶岩の組成の変化は

ある層準で一線を画していることもあればある時期両

者が互層して現われ次第にアルカリ質に変っていくこ

ともある.

高圧装置を用いた実験によれば上部マントルを構成

する(と考えられる)岩石を30～40キロバｰルの圧力下で

溶かすとオリビン組成に富んだソレアイト質のマグマ

が出来る.これがハワイの火山岩の本源マグマである

と考えられている.

このような本源マグマがはやい速度で上昇して地表に

噴き出せばマグマの組成にほとんど変化は起きない筈

だが実際に地表に出てくるノ･ワイのソレアイト質玄武

岩は本源マグマに比べてオリビン組成に乏しいものと

なっている.またオリビンの斑晶を多く含んだソレ

アイト質玄武岩もしばしば見られる.これらの事実は

本源マグマが上昇してくる途中でオリビンが晶出して

マグマの組成が変化したことを示唆している.ところ

でキラウエア火山の直下には深さ3～4kmくらいの

ところにマグマ溜りがあることが地球物理的観測結果

から推定されている.このような低い圧力下では本

源マグマから晶出してくる結品はオリビンであることが

実験的にも確かめられている.

一方低い圧力下ではオリビン･ソレアイト質のマ

グマからアルカリ岩を導くことは出来ない.そこで

楯状火山の末期に噴出するアノレカリ質の溶岩はソレア�
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イド質の溶岩とは異なる本源マグマを持つのではないか

と考えられたこともある.ところがその後の高圧実

験の進歩で圧力が高くなると(13～!8打バｰル)液と

結晶の平衡関係が変化して同じオリビン･ソレアイト

質のマグマが輝石の晶出によってアルカリ質に変化し

ていくことがあきらかとなった.もしそうだとすると

楯状火山の末期のアルカリ質溶岩は地下のマグマ溜り

が活動の末期に次第に高圧条件下にいいかえれば

地下深いところに移行することによって生みだされる.

そしてそれはマグマ溜りの上部が固化して結晶分化

作用の舞台が次第に深所に移行するためだとも言われ

ている.

この時期が過ぎると火山活動は止み山体は海と風雨

の浸蝕にまかせまた沈降が進む.島のまわりにはサ

ンゴ礁が発達し平和な日々が訪れる(第3図の(5〕(6)).

ところが長い休止のあとに全く思いがけず噴火が

始まる.サンゴ礁を吹き飛ばして次々と小さなクレ

イタｰが出来るのである(第3図の(7)).この段階は

ホノルルのあるオアフ島で最も典型的に見ることが出来

る.観光で有名なダイヤモンド･ヘッドパンチ･ボ

ウル海水浴のハナウマ湾などはみなこの時期に出来た

クレイタｰでホノルル･シリｰズと呼ばれている.

オアフ島の東半分をつくるコｰラウ火山は年代測定

により220～250万年前に形成されたことが知られてい

るがホノルノレ･シリｰズの活動はたかだか数万年前

である.なんと200万年もの休止期をはさんで火山が

再び活動するのである･この“後浸蝕期"の火山活動

の原因は何んであろうか楯状火山の形成との関係はど

のようなものであろうか.後浸蝕期の火山のマグマの

組成が著しくシリカに乏しくアルカリに富んだネフェリ

ンを含むアルカリ岩系であること噴出量が大へん少な

いこと火山が楯状火山の配列とは異なった(それに

ほぼ直角匁)方向に並んでいること在とが問題を解く

かぎとなりそうである.

3-2ハワイ島の火山

ホノノレルからヒロに向かう飛行機はマウイ島の南岸

とハワイ島の北東岸にそって飛ぶ.運がよければ

左手にハレアカラ右手目近かにマウナ･ケアとマウ

ナ･ロアの頂上を見ることが出来るだろう.両方をカ

メラに収めようと狭い機内を右往左往する人もいる.

ハワイ島はコノ･ラマウナ･ケアフアラライマ

ウナ･ロアキラウェアの5つの楯状火山からなり歴

史時代に活動した記録があるのは最後の3つである

(第5図).もっともハワイで歴史時代というのは白

人が入植してからのことで19世紀以降にすぎない.

そこで今までいわゆるプレ･ピストリックと一括され

ていた無数の溶岩流の年代測定が現在精力的に進めら

れている.さて空港で車を借りて巡検に出発すると

しよう.前途の行程の概観をつかむために第5図に

同じスケｰルで伊豆大島の大きさを比較してある.こ

れでおわかりのように一目で全島を廻ることは不可能

である.今日ぽまずヒロからマウナ･ケアとマウナ

･ロアの間を抜けるサドル･ロｰド(州道20号)を通っ

て島の北半分を見てみよう.

ヒロ市はハワイ州第2の都会であるが全州民77万人

1削図

ハレアカラ･クレイタｰの内部シンダｰ･コ

ｰンが直線約に並んぐいるクレイタｰの底を

圭蟹める溶岩はアルカリ玄武岩である�
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年の溶岩流はヒロの直上まで来たという.

道がマウナ･ケアとマウナ･ロアにはさまれた台上に

出ると雄大な景色が開ける(第6図).マウナ'ロア

から流れくだった何本もの溶岩流の原である.遠くに

フアラライ火山が島のように浮んでいる.表面のなめ

らかなパホエホエ溶岩とカミさがさしたアア溶岩を一

見して見わけることが出来る(第7図).この外観の全

く異なった2種の溶岩は溶岩が流れくだるときの粘性

の違いによって生ずる.粘性の低いパホエホエ溶岩は

サラサラと水のように流れくだり(実際の溶岩の粘畦は水

の10万倍も高いのだが)固結すると表面にしわがより

縄状の模様などをつくることがある.道路ぞいに点々

とある丸い丘はマウナ･ケアのアルカリ岩の活動の時

期に出来たシンダｰ･コｰンである.

�

6･

第5図

19･

票020㎞

白

155･

ハワイ島の5つの楯状火山伊豆大島と大きさを比較された

い溶岩流のわきの数字は噴出した年を示す

のうち32万人がホノルル市にいてヒロ市の人口はわず

か2.6万人である.町は静か在湾に面していて小さな

魚市場があってマヒとかアビとかいう魚を売っている.

湾に沿ったココヤシ並木のドライブ･ウェイがおしまい

になる頃道を左にとってサドル･ロｰドに向かう.

途中マウナ･ロアの溶岩流をいくつか横切るが1881

マウナ･ロアはなだらかな尾根がどこが頂上という

こともなくひろがっていて標高が4,000mもあるとは

とても信じられない(第8図).中腹に気象観測所があ

って地球大気の経年変化などを調べている.ここま

では車で行けるが頂上のカノレデラを見るにはあとは

歩いて登らなければならない.カノレデラ周辺では溶

岩の珍しい形態をいろいろ観察することが出来る.し

かしこの高度では疲労と希薄な空気のせいで意識か

モウロウとなることがあるので注意が肝心である.

北側のマウナ･ケア(第9図)の頂上にはハワイ大学の

天体観測所があって車で行けるがあまり良い道ではな

い.頂上付近には氷河時代のモレｰンや氷河の浸蝕の

あとが残っている.頂上のワイアウ湖は12,000年前

(ウィスコンシン期末)の堆積物を含んでいるそうだ.

サドノレ･ロｰドを北へたどるとワイメアの町に出る.

ここはコハラ火山とマウナ･ケアの斜面にはさまれた

第6図サドル･

年溶岩

ロｰドの景観黒くひろがるのはマウナ･ロアの1935

まるい丘はマウナ･ケアのジニ/ダｰ･コｰン

第7図アア溶岩(右側コｰクスのように見える)の上を流れるパホエ

ホエ溶岩(左側恋めらかな表面に注目)�
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谷間でハワイ島には珍しく木の生い茂ったしっとり

としたたたずまいである.ここに私営ではアメリカ

ｰ大きいといわれるパｰカｰ牧場の本部がある.島の

北半分のめぼしい土地はほとんどがパｰカｰ牧場の所

有でここで働く牧童は毎日ステｰキを食べ一定年数働

くと家をもらうことが出来る.しかし生活が単調な

ことが難点で毎日ステｰキというのも決して喜ぶべき

ことではないらしい.

コハラ火山はノ･ワイ島で最も古い火山でK-Ar年令

は40万年である.コノ･ラ火山のまわりを廻ってまず気

づくことは山の北東斜面が海岸線が断崖でそこに深

い谷がきざまれ密林で覆われているのに対し南西斜

面はゆるい傾斜でほとんど砂漠に近いほど乾燥してい

ることである.実はこのことはハワイ諸島のどの島

についても言えることで北東から常に吹いている貿易

風のせいである.我々モンスｰン地帯に住むものは

風が常に一方から吹くという体験がなくそれがもたら

す降雨量の差が山の両側でかくも大きな浸蝕量の差を

生みだすことに大きな驚きを感ずる..モロカイ島やオ

アフ島のコｰラウ･レインジでは北東側は高い断崖で

かつての火山の頂上ははるか海上の空中に失なわれて

しまっている.

すでに述べたようにノ･ワイの火山は表面をアルカリ

質溶岩の薄い膜に覆われている.火山の本体をつくる

ソレアイト質の岩石を採るには北東斜面の深い谷に入

らなければならない.我々はその目的のためにコ

ハラ火山の北東側のワイピオ渓谷に降った(第10図).

比高300mの断崖を一気に降る.ところがこのよう

な崖には岩石の露出はよいのだが雨が多いために風化

がはげしく実際にはよい試料はなかなか採れ在い.

第8図マウナ･ロア火山サドノレ･ロｰドわきのシンダｰ･コｰンプ

ｰ･フルフル頂上からの遠望稜線から流れくだる幾筋もの溶岩

流が見える

このときも沖合が一瞬かすんだかと思うとスコｰルが

来てぬれねずみになって崖の上にたどりついた･そ

して車を走らせて山の南西側に出てみるとネバダの砂漠

のような斜面を乾いた風が吹きぬけているのである.

最後の火山フアラライはその1800年溶岩(アルカリ･

オリビ:■玄武岩)が塩基性及び超塩基性岩のゼノリスを

多量に含んでいることで有名である.これらのゼノリ

スは(少なくともその一部は)マグマが上昇してくるとき

に周囲の壁をつくるマントル物質をひっかいてきたも

のと考えられている.ゼノリスは溶岩にくらべて比重

が大きいので溶岩が斜面を流れくだる際に多くはそ

の噴出口付近にとり残される.我々にとって残念なこ

とはフアラライ火山の1800年溶岩の噴出口が私有地

の中にあって自由に近づけないことである･

第9図サドノレ･ロｰドから見たマウナ･ケア火山頂上の稜線が

マウナ･ロアにくらべて開析が進んでいる

第10図ワイピオ渓谷北東の貿易風によって浸韓が進んでいる�
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キラウエア･カルデラ
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第11図

キラウエア火山の概念を示す地図

(H.V0,sTA肥,1974)

､玄

4.キラウエア火山

4-1楯状火山キラウエア

さていよいよハワイで最も若く最も火山活動が活発な

キラウエア火山を訪れることにしよう.キラウエア

(ki1auea)はノ･ワイ語で吐く(spewing)あるいはおし

拡がること(･p…ding)を意味しその名のとおりこの火

山は歴史上ひんぱんに火と煙を吐き熱い溶岩を押し出

しその山すそを拡げつづけてきた.

この火山の噴火はハワイ島の他の諸火山がかつて

あるいはいまもそうであるように爆発的でないのが普

通である.しかもマウナ･ロアなどとはちがい火口

への接近も容易であることから今や世界中で最も詳し

悩

吋

く調べられ断えず観測され続けている火山のひとつと

在っている.現在では噴火の予知もかなりの精度で行

たわれるようにたり少なくとも不意打ちの噴火によっ

て人々の生命が危険にさらされることはまずないとい

われている.

噴出物が新鮮で噴火の年月目そしてしばしば時刻の

記された溶岩さえ随所に観察できるこの火山のすべてを

たった一目で見ようとするのはいささか虫がよすぎよ

う.ともかく一刻を惜しんでヒロから州遣11号線

を南下しまっしぐらにキラウエア山頂をめざすことに

する.途中130号線と別れて遣はしばらくマウナ･

ロアの亜熱帯林におおわれた東山麓をななめに突切って

登りつづけやがてGlenwoodの人家をすぎたあたり

でキラウエア東山腹に移り大きく右ヘカｰブする(第

111Xl).遣わきのカッティングがそれまでとちがって厚

い火山灰のほとんどのらない新鮮な玄武岩に変ったこと

に気づく.キラウエアの溶岩である.遣は依然とし

てさしたる坂道の感じ｡も与え狂い.地形図をみると

われわれは今キラウエア山腹の等高線をほぼ直角に切

って登りていることがわかる.それでもせいぜい3｡

平均すれば2.5｡程度にすぎない.しかし高度はいつ

の間にか1,000mをこえている.キラウェアダ)山頂も

近いはずである.

粘性の低い玄武岩溶岩がつくったこのような巨大な楯

状火山の地形は胃本の安山岩を主とする円錐形グ)火山

に匁れたわれわれにはどうもピンとこない.海､〕こあ

らわれた火山の形は一言でいってしまえぱその名の

第12図楯状火山の模式的次平面図(MAcD0NALDandABB0TT,1970)�
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カルデラ

ハワイ島

第13図

ハワイの楯状火山(マウナ･

(マウナ'ロアを通る束西断面Lぷ型

ロア)と富士火山の断面の比較(同]縮尺)(荒牧1970)

..｡.婆取

とおり楯をふせたように極めて偏平なことを特徴とする.

しかしいま少し注意するとなだらかな山頂からは2

本ないし3本の稜線が発達していて上からみるとこの

方向に火山はのびた形(第12図)をしている.

稜線の傾斜はほとんどが2-3｡以下と極めてなだら

かである.山体の傾斜はこの稜線に直角な方向で最大

となるがそれでもせい晋い6｡めったに8｡をこえな

い.したがって稜線が2つの場合の火山体を上からみ

るとちょうど海に浮ぶクジラのような形になる.わ

れわれが今のぼりきろうとしているキラウエアはまさ

にこの例に近い.このようにハワイの楯状火山を特徴

づける稜線はあとで述べるように割れ目(rift)にそ

った噴火で形成されるためリフトゾｰ･ン(エift｡｡n｡)と

呼ばれる.

けでも7,500km｢といわれる.それより小型で標高約

1,235m体積ユ8,700km3海上部分が700km3のキラウ

エアは巨大なマウナ･ロアの東山腹に噴出した楯状火

山である二その有様はまさに親クジラマウナ･ロ

アの横腹によりそう子クジラといってよい(第14図).

⑫,

､X'

ω

さき程まで登りつづけていたハワイ島最大の権状火山

マウナ･ロアは富士山より高く標高約4,17!m体積

は富士山の90倍近い35,000良m3(第13図)海上部分だ

x海面

第14図マウナ･ロアとキラウエア両火山の配

置を示す概念図

(FIsKEandJム｡亙s0N,1972)

嵩

㌻蒲

]O㎞

第15図

マウナ･ロアとキラウエア両火山のリフト･ゾｰ

ン(点模様)とノ･ワイ島周辺の海底地形等高線

は約305血間隔

(FIsK頂andJム｡KsON,1972)�
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例

⑫,

〃/別火山

マントル

第16図キラウエア火山の噴火様式を示す模式断面図(a)マグマの

上昇(b)リフト･ゾｰン下のマグマの移動と側噴火

���慮���ぎ��㈩

カルデラ形成期にあるキラウエアの噴火の場は山頂

とすでにのべた山頂からのびるリフトゾｰンである.

キラウエアでは山頂から南西と東にこのリフトゾｰンが

ありそれぞれSouthwestRiftZoneおよびEastRift

Zoneと呼ばれている.このうちEastRiftZoneはよ

り規模が大きく山頂から120km以上ものびて深海底

に達する(第15図).リフトゾｰンに沿っては正の重

力異常や地震波速度の大きな部分が認められることから

地下に高密度岩おそらくは岩脈群の存在が推定されてい

る.

のちにのべるように噴火は通常まず山頂でおこりつ

いで山腹･山麓でおこるというパタｰンをもつ.これ

は山頂直下のマグマ溜りからマグマがリフトゾｰンの下

を通って山腹･山麓の噴出口へ移動していく結果であ

ることが地震波などの観測から知られている.現在

推定されるリフトゾｰン下の岩脈群はかつて山腹･山麓

の側噴火を起こしたマグマのいわば“通り路の化石"な

のである(第16図).

この火山にとってリフトゾｰンが単なる稜線以上の

意味をもつ本質的に重要なシステムであることはもはや

明白である.

ではなぜこのリフトゾｰンの下ばかりを通ってマグマ

は山腹や山麓に達するのであろうか?USGSのノ･ワイ

火山観測所(旺γO.)の元所長のR･S･FIs肥とED･

JAcKs0Nは面白い実験をしている.ゼラチンで第17図

のよう在細長い山稜模型を作りこの中に下から色のつ

いた液を注射液で注入してみる.すると液は鉛直な板

状となって稜の方向に沿いその下を細長くのびていくの

である.つまり液は最小床カ軸の方向に重直な裂け目

をつくってゼラチン内に浸入していくことがわかる.

これはリフトゾｰン下のマグマの進行方向を示すミニチ

ュア版でありゼラチン内にできたこの液の板こそリフ

トゾｰン下の岩脈の一枚一枚に対応されるものである.

ひとつの解は次の疑問をよぶ.では最初のリフトゾ

ｰンはどうしてできたのか?と.現在のリフトゾｰ

ンに対応する長い割れ目がキラウエアの下にもともとあ

ったことを示す観測結果は全くない.すべてのデｰタ

は唯一山頂に続く細長い筒状の火道のみを示唆する.

ここでキラウエアがマウナ･ロアの山腹斜面にのってい

ることを想いだして頂きたい.キラウエアの山体は当

然この斜面に沿って絶えず下方に引っ張られているはず

である.つまりこの山体に働く最小応力軸は斜面と並

行になっている.ある程度の大きさの山体を形成した

マグマはやがてこの最小床力軸に垂直な方向に沿って山

体中を通過するようになるにちがいない.なんとなれ

ばその方向にマグプの通り路となる割れ目が最もできや

第17図

ゼラチンモデルによるリフト･ゾｰン'ドのマグマσ)

貫入実験(FIsKEandJム｡Ks0N,1972)

(a)注射針でそう入された液はリッジの方向に板

状に延びていく

(b)×印からそう入された液も同様である�
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策18図

キラウエア火山南山腹の断層地形(Hi1im亘au1tSystem)

なだらか念スカイライン左方が断層崖で急傾斜と担ってい

る左端が海岸線スカイライン右寄りカ汕頂部手

前右端の建物は州道130号線沿いにあるビジタｰ･センタｰ

すいからである.こうしてリフトゾｰンが誕生する.

ではキラウエアのリフトゾｰンの延長方向をみてみよう.

読者は2本のリフトゾｰンがいずれも親元のマウナ･ロ

アのリフトゾｰンに見事に並行している(第15図)のを発

見されることであろう.

キラウエアでもうひとつ忘れてはならない地形は

これら2つのリフトゾｰンにはさまれた南山腹に発達す

るPa1i(ハワイ語で崖の意)と呼ばれるおびただしい活断

層地形(第18図)である.断層系はキラウエアの南の海

岸線にほぼ並行して東北東方向に走っている.

山頂に近い方は幅3た皿のKoaeFau1tSys-

temと呼ばれ開口地割れと正断層からなる

Hi1inaFau1tSystemがある(第19図).

いずれもキラウエア火山の2つのリフトゾ

ｰンにはさまれた地域カミ南へ海に向って引っ

張られるようにマウナ･ロアの山腹をすり

落ちていく不安定な状態にあることを示している.

れに対しわれわれが今登りきろうとしているキラウエア

北山腹は地震の無い安定地帯である.

やがて｢HawaiiVoIcanoesNationa1Parた｣の大き

な看板をすぎれぱもうそこはキラウエアの山頂部であ

る.ヒロをたってからまだ1時間とたっていない.

ここで入口近くにあるVisitorCenterを訪れてみよう.

これからの見学に有益な情報が得られるからである.

(つづく).
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第19図

キラウエア火山の2つの主恋断層系

Koaefau1tsystemとHiiinaf舳1tsyste王ユエ

(DU皿皿i舳氾｡ユ975)�


